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小学校音楽科における言語活動の充実に関する一考察 
―イタリアの小学校教科書 musica guida（2008）のワークシートに着目して― 
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Abstract 
This study aimed to examine methods of cognitive learning employed in music classrooms in Italy based on an 
analysis of the Italian elementary school textbook Musica Guida (2008). Using worksheets from that textbook, 
this study also includes a discussion on how learned content can be linked to language activities. This study 
involved the development of a series of proposals on how language activities can be enhanced in Japanese 
music classrooms. The results indicated that when devising teaching methods for cognitive learning, it is 
necessary to provide students with textual explanations in addition to images. It was also found that to 
encourage students to perceive the characteristics of music and virtues of musical performance and express 
them in words, teachers must help students understand the close relationship between music and their daily 
lives; teachers need to demonstrate the effect of music on the students’ lives and emotions. Once students have 
grasped these important points, they are more likely to take an interest in activities that require them to consider 
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 平成 20 年改訂の小学校学習指導要領では，改訂のポイントの 1 つとして「言語活動の充実」を挙げてい
る。これは受動的になりがちであった鑑賞の活動を，児童の能動的で創造的な鑑賞の活動になるようにと
意図して改訂されたものである。 
 各学年の目標及び内容の「B 鑑賞（1）ウ」に記された内容を以下（表 1）に示す。 
 
表 1 平成 20 年改訂小学校学習指導要領 音楽 各学年の目標及び内容「B 鑑賞（1）ウ」の内容 
1・2 年 楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどして，楽曲や演奏の楽しさに気づくこと。 
3・4 年 楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどして，楽曲の特徴や演奏のよさに気づくこと。 



















Ⅲ イタリアの小学校音楽科教科書 musica guida（2008）の概要 





その中で，大手出版社である Nicola Milano Editore 社が出版している教科書musica guida を選定した。本
教科書は，多く存在するイタリアの教科書の中でも，特にワークシートを多く用いていることが特徴であ
り，児童に作業をさせたり書かせたりする活動を多く含んでいる。したがって，音楽の認知的側面の指導




2 教科書 musica guida の内容構成 
 本教科書は，全 380 ページから成り，1 冊に小学校 5 年間 2）分の内容が盛り込まれている。その中で 1
年生は 86 ページ，2 年生は 74 ページ，3 年生は 67 ページ，4 年生は 64 ページ，5 年生は 54 ページのペー
ジ数を用いて内容が掲載されている。 
 各学年の学習内容の単元は以下のとおりである（表 2）。 
 
表 2 教科書 musica guida の単元構成 
1 年 





































単元 2 記譜の構造と役割の理解：休符と音の長さ 単元 4 
音符や休符の長さと主要な速度指示に関係する概念の強化 
他の長さのものも含めた 8 分音符の長さと休符の理解と認識 


















単元 4 音楽の消費の変化と過程の理解：社会文化との因果関係の理解 
 
Ⅳ イタリアの小学校音楽科教科書 musica guida（2008）のワークシートの分析 
 本教科書では，単元ごとにワークシートが掲載されている。ワークシートは「作業シート」と「確認シ






































□ゆったりした  □速い      □攻撃的な     □やさしい    □強い 
□かすかな    □リズミカルな  □静寂       □乱暴な     □興奮した   
□悲しみ     □愉快な     □ロマンチックな  □思慮深い    □楽しい      
□壮大な     □辛辣な     □いたずらっぽい 
図 3 イタリア小学校音楽科教科書のワークシートの例 ※musica guida p.53 より筆者訳出 
 
 上記のような選択肢は，2 年生に上がると「優しく親しみやすい旋律」や「軽快で繊細なオーケストラ























図 4 音楽にかかわる用語の学習に関するワークシート数 
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4 年生になると，8 分音符も加わり，全音符の半分が 2 分






図 5 単語を用いたリズム読みの例 
 五線譜や線の名前については，図で示して教えるだけではなく「五線譜は 9 つの線と 8 つのスペースが




Moderato，Andante cantabile などがあり，強弱記号では，mf，f，mp，cresc.，decresc.などがあった。 
 拍子記号については，扱っている拍子は 4 分の 4 拍子と 4 分の 3 拍子のみであった。楽譜を見て，4 分














図 6 鑑賞で感じたことを表す方法 
1・2 年生の鑑賞ワークシートは全 13 枚であり，その中で 7 枚が選択肢から選ぶ活動となっている。また
前述した図 3 とそれについて述べたように，選択肢の内容は，学年が上がるごとに，単語から文章になっ



























□ 音楽の長さ    □ 演奏者の美しさ 
□ 声や音の強さ   □ 音楽の速さと雰囲気 
□ 演奏者の魅力   □ 演奏の完成度 
さまざまな感情などを表現しています」というように，
ある文章に対して 2 択から児童が選択する，というよ 
図 7 イタリア小学校音楽科教科書のワークシートの例 













表 3 イタリア小学校音楽科教科書のワークシートの例 











   
サーカスの音楽    
ドラマのBGM    




ートが準備されている。5 年生の最終段階では，ある 2 曲を聴き，どちらが消耗音楽なのかを選び，その
理由を，音楽的特徴，歌詞の内容などから考えるという活動がある。 













のである。また，同様の学習は 3 年生のワークシートにも 
①チャイコフスキー「白鳥の湖」 
②モーツァルト「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」 
③シューベルト「ピアノ三重奏曲 第 1番 変ロ長調 2楽章」 





⑨ムソルグスキー「展覧会の絵」より「小人」   
⑩ムソルグスキー「展覧会の絵」より「鶏の足の上に建つ小屋」  
⑪モーツァルト「クラリネット協奏曲 イ長調 2楽章」 
⑫ムソルグスキー「展覧会の絵」より「古城」 
図 8 サウンドトラックの選択曲 








































い五線譜と間違った五線譜を，図で示して正しいのはどちらか選ぶのではなく，「5 本の線と 4 つのスペー






























か」という問いに肯定的に回答したのはたったの 59.3%であり，約 4 割の児童は音楽の学習は将来役に立
たないと感じている。音楽の授業を授業で終わらせることなく，実際の生活に結びつけていくことこそ，














2）イタリアでは小学校は 5 年間である。 
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